
(1) ２８号　　　　　　　　　  ほ ほ え み（神奈川県介護福祉士会会報）　　　　　　　　　平成 20 年 4月15日

題字は横須賀市にお住まいの小川儀一さん（８５歳）

趣味は書道と切手収集です。

  

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修

　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ト
（
試
行
事
業
）

　
　
　
　

 

神
奈
川
県
介
護
福
祉
士
会
会
長　

野
上　

薫
子

ファーストステップ研修の領域および時間数 

領域  総時間  科目名  時間数 (課題・通信 ) 

(1)利用者の全人的理解、尊厳の理解とその展開 8

8

32

24

16

16

16

16

16

16

16

16

(4)

(4)

 (16)

(8)

(8)

(8)

(8)

(8)

(8)

(8)

(8)

(8)

(2)対人援助職の倫理の理解とその展開 

(3)コミュニケーション技術の応用的な展開 

個別ケア 72 時間  

(4)ケア場面での気づきと助言 

(5)家族や地域の支援力の活用と強化 

(6)職種間連携の実践的展開 

チームケ

ア・連携 

48 時間  

(7)的確な観察・記録とチームケアへの展開 

(8)中堅職員としてのリーダーシップ 

(9)セーフティマネジメント 

(10)問題解決のための思考法 

(11)介護職員の健康・ストレスの管理 

チームの

運営管理

基礎 

80 時間  

(12)自職場の分析 

 

　

 (

社)

日
本
介
護
福
祉
士
会
の
生

涯
研
修
制
度
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

「
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
研
修
」
が

平
成
二
十
年
一
月
二
十
六
日
（
土
）

よ
り
三
月
二
十
二
日(

土)

ま
で
介

護
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
シ
ス

テ
ム
普
及
推
進
事
業
の
試
行
事
業
と

し
て
行
わ
れ
、
三
十
二
名
が
受
講
、

「
領
域
Ⅰ
」
七
十
二
時
間
が
修
了
し

ま
し
た
。
科
目
毎
に
提
出
の
事
前
・

事
後
課
題
（
レ
ポ
ー
ト
）
の
評
価
を

評
価
基
準
に
則
し
て
行
い
、
修
了
者

に
は
四
月
中
に
修
了
証
書
を
送
付
す

る
予
定
で
す
。
一
日
目
の
「
利
用
者

の
全
人
的
理
解
、
尊
厳
の
実
践
的
理

解
と
展
開
」（
講
師　

神
奈
川
県
立

保
健
福
祉
大
学
教
授
澤
田
信
子
氏
）

の
内
容
が
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
出

版
の
月
刊
誌
「
ふ
れ
あ
い
ケ
ア
」
四

月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
研
修
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事

者
の
研
修
体
系
の
あ
り
方
検
討
会
」

最
終
報
告
書
（
Ｈ
18
・
３
）
で
示
さ

れ
た
「
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
後

二
年
以
上
の
実
務
経
験
者
」
を
対
象

に
し
た
研
修
で
、
介
護
福
祉
士
の
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
の
第
一
段
階
で
、「
介

護
福
祉
士
は
全
員
履
修
す
る
事
が
望

ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
る
研
修
で
す
。

本
研
修
修
了
者
に
は
小
規
模
チ
ー
ム

の
リ
ー
ダ
ー
・
初
任
者
の
指
導
係
り

等
の
役
割
が
期
待
さ
れ
、
施
設
に
常

勤
配
置
・
報
酬
上
の
評
価
等
も
提
言

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
領
域
Ⅱ
」・「
領
域
Ⅲ
」
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
本
年
六
月
よ
り
十
二

月
に
か
け
て
、
平
成
二
十
一
年
一
月

か
ら
は
第
二
期
「
領
域
Ⅰ
」
を
開
催

の
予
定
で
す
。
改
正
介
護
福
祉
士
法

の
義
務
規
定
（
本
年
四
月
施
行
）
に

「
資
質
向
上
の
責
務
」
が
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
改
正
法
と
と
も
に
新
た
な

心
で
自
律
し
た
介
護
福
祉
の
リ
ー
ダ

ー
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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ス
キ
ル
ア
ッ
プ

（
介
護
技
術
）
研
修
会

　

第
三
回
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
が

平
成
十
九
年
十
二
月
十
六
日
（
日
）・

平
成
二
十
年
一
月
二
十
日
（
日
）
ウ

ィ
リ
ン
グ
横
浜
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　

研
修
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
基
本
概

念
と
介
護
過
程
の
展
開
・
起
き
上
が

り
・
座
位
・
立
ち
上
が
り
・
移
乗
移

動
・
衣
服
の
着
脱
・
排
泄
の
介
護
に

つ
い
て
、
指
導
方
法
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
実
践
に
役
立
つ
適
切
な

技
術
指
導
が
行
わ
れ
、
多
く
の
会
員

が
熱
心
に
介
護
技
術
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
二
日
間
、
実
技
が
中
心
の

研
修
な
の
で
参
加
者
が
打
ち
と
け
、

お
互
い
に
教
え
合
い
、
と
て
も
よ
い

雰
囲
気
で
し
た
。

参
加
者
合
計　

八
十
五
名

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

　

平
成
二
十
年
二
月
十
日
（
日
）

　

於　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

昨
年
度
同
様
日
本
赤
十
字
社
神
奈

川
県
支
部
指
導
員
に
よ
る
救
急
法
基

礎
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
習
会

は
学
科
（
赤
十
字
救
急
法
に
つ
い
て
・

一
次
救
命
処
置
・
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
・
気
道
異
物
除
去
）、
実
技
（
観

察
・
保
温
・
気
道
異
物
除
去
・
心
肺

蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
全
体
実
技
検
定
・
学
科
検
定

が
行
わ
れ
、
修
了
者
に
は
認
定
証
が

わ
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
役
立
つ
よ
う
に
、

救
急
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
は

介
護
福
祉
士
と
し
て
非
常
に
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
技
術
は
、
訓ＡＥＤ

練
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
実

践
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
是
非
、

会
員
の
皆
様
に
は
毎
年
参
加
し
日
頃

か
ら
危
機
管
理
に
備
え
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

第
一
回　

八
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　

九
月
一
日

　

第
二
回　

十
月
六
日

　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
四
日
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平
成
十
九
年
度
セ
ミ
ナ
ー

　　

「
高
齢
者
の
介
護
予
防
体
操
と
介

護
従
事
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

　

～
運
動
で
、
い
つ
も
元
気
で
、

　

介
護
予
防
～

平
成
二
十
年
二
月
十
七
日(

日)

ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜
体
育
館

講
師 

二
宮
寿
考
園
施
設
長

　

里
山　

樹
氏

　

今
回
初
め
て
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜
が

企
画
・
開
催
し
て
い
る
「
よ
こ
は
ま

福
祉
・
保
健
カ
レ
ッ
ジ
」
に
参
画
し
、

非
会
員
十
三
名
の
方
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

講
義
の
後
、
実

際
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
等
を
体
験
し
ま

し
た
。
八
拍
の
リ

ズ
ム
を
基
に
拍
子

を
ず
ら
し
た
り
し

て
両
手
を
バ
ラ
バ

ラ
に
動
か
す
運
動

は
頭
を
使
い
ま
し

た
。「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
は
有
効
に
足

の
筋
肉
を
ま
ん
べ

ん
な
く
動
か
せ
る

よ
う
、
普
段
使
わ

れ
な
い
筋
肉
も
動

か
し
ま
し
た
。
最

後
に
呼
吸
法
を
学

び
ま
し
た
。
皆
さ

ん
一
生
懸
命
つ
い

て
い
こ
う
と
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
介
護
予

防
の
た
め
の
学
び

で
し
た
が
、
介
護

す
る
側
の
自
分
た

ち
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
も
な
っ
た
よ

う
で
す
。

参　加　者　の　声  

　　　　デイサービスセンター

　　　　　　　　　   オーシャンビュー湘南荒崎

　　　　   神奈川県介護福祉士会会員　内田竹伸

　私は、昨年から機能訓練を重視したデイサービス

に勤務しています。介護予防の視点が重要視され、

私のいる職場がよりそういったサービスを重視し

ている中、少しでも多くのノウハウを身につけら

れれば、よりよいサービスの提供が出来るのでは

ないかと思い、参加させて頂きました。他の参加

者の皆さんと一緒に実際に身体を動かしながら、

楽しく学ぶことが出来ました。また、介護予防の

現場での実際の様子を知ることが出来、有意義な

研修でした。ただ、少し時間が短かったような気

がします。もっとゆっくりと学ぶことが出来れば

なおよかったと思います。全てを現場に活かすこ

とはできなくても、参加した翌日にその一部を実

際にご利用者様にご紹介し、一緒に運動をしたと

ころとても好評でした。

　介護の現場において、「介護予防」の言葉が独

り歩きしてしまっているような気がしてしまうの

は私だけでしょうか。ご利用者様一人ひとりがよ

りその人らしい生活を送っていただけるように、

本当の介護予防のケアやそのノウハウを私たちは

もっと多く学んでいかなくてはならないと思いま

すし、そういった機会がもっと多くあって欲しい

と思います。  

　　　　　　　 コープケアサポートセンター港南

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中野典子

　私達の訪問介護事業所は毎月定例会を行い、学習

会をします。よこはま福祉・保健カレッジ講座の

「介護従事者のリフレッシュ体操」というテーマを

見て、定例会の学習会に取り入れたいと思い受講し

ました。

　 講義では、“年齢に応じた（もちろん高齢者でも）

運動が必要である事、抗重力が大切である事、また、

女性は特に腹筋運動が苦手であるが、訓練すると驚

くほど出来るようになる。それは筋力がついたので

はなく、腹筋を使うことが無く、使い方が判らなか

っただけ。”という話は興味深いものでした。実際

の運動では、８拍のリズムを基本として、頭と身体

に刺激を与えて、軽いストレッチと緊張を体感しま

した。「ウォーキング」では普段使わない筋肉を使

い、痛みと筋が伸びる心地よさを味わいました。「連功」

はついていくのが精一杯で、呼吸法がうまく使えませ

んでした。 

　もう少し時間があったら・・・と残念に思いまし

た。生きていく上で筋力は必要不可欠です。介護す

る側、受ける側、共に楽しみながら運動する意義を

分かち合いたいと思います。次回はもう少し体操の

方に時間をとって頂ければと思います。
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川崎地区       　　　　　　　担当理事 友野まち子

　川崎地区では、この一年間、下記のように基本的なＩＣＦの

考え方を取り入れた介護技術研修を積み重ねてきました。

①Ｈ19.7/12：ＩＣＦの考え方・ボディメカニクスの原理・原

則に沿った自立支援の安全・安楽な介護　②Ｈ19.9/18：自

立支援の普及．啓発・最近の制度の流れ・訪問介護サービス

の課題について　③Ｈ19.11/22：ボディメカニクス、自然な

動作、トランスファーの基本動作　④ H20.1/24：基本的な知

識を習得する「生活を援助する視点」「ボディメカニクスの理解」

　介護福祉士としての介護技術の提供は「ＩＣＦの考え方に沿って、

その心身状況、身体の各部位、骨格と各関節の動き・範囲等を理

解し、チームの一員として根拠に基いた専門的介護技術の提供

が必要ではないか、との思いから丸山タエ子介護技術講習主任指

導者を中心に基本を繰り返し研修しました。残念ながら会員の

参加が少なく、周知の不足を反省しました。最終回は、新年度

に向けて更に積み重ねができるようにと願いながら　⑤ H20/3

/18：中原福祉パルにて：介護福祉士としての基本的理解・

新年度の計画について話し合いました。 

横浜地区              担当理事 黒坂粂子

平成 20年 3月 30 日（日) 13：30～16：30

於：神奈川県社会福祉会館

　 「レクリエーションの今昔」

　　これからのレクリエーション・自分・そして相手にと

　　って のレクリエーションとは～共にレクリエーション

　　を楽しんでみませんか  

横須賀三浦地区　担当理事 久米田敬子

① 平成19年7月1日（日）　 
於：ヴェルク横須賀

　  「認知症の理解」

　　～ＩＣＦの視点を活かした認知症ケア～

　　グループホーム渋沢　　施設長 石黒尚之氏

②　平成20年2月17日（日) 
於：ヴェルク横須賀

　 「レクリエーションの今昔」

　　これからのレクリエーション・自分・そして相手にと

　　って のレクリエーションとは～共にレクリエーション

　　を楽しんでみませんか  

　　講師：(社)横浜市ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会会員 

　　人材育成養成部活動部会・会員対象活動部会
　　・地域活動部会ディレクタ― 荒井 克己氏 

湘南西地区　　　　　　　　　担当理事 井上康子

①平成 19 年 7 月 6 日（金）   　　　　於：鶴巻温泉病院

レク王に学ぼう「レクリエーションの理解と実践」

講師：ライフプラザ新緑 

　　　 レクリエーショントレーナー主任 三瓶あずさ氏  

             ※紙コップや新聞を利用して簡単なゲームを行いました 

②平成 20 年 3 月 9 日（日）
　ケアタウン あじさいの丘 施設見学会 

県西地区                            担当理事 平野浩子

平成 19 年 9 月 1 日（土）

潤生園在宅介護総合センター「れんげの里」見学と

理事長  時田純氏の講演                  
参加者 １８名

　　講師：(社)横浜市ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ協会会員 

　　人材育成養成部活動部会・会員対象活動部会
　　・地域活動部会ディレクタ― 荒井 克己氏 

平成１９年度“地域部会活動報告”
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平成１９年度“地域部会活動報告”

　

～
総
会
及
び
記
念
講
演
会
～　

日
時　

平
成
二
十
年
五
月
十
一
日(

日)  

場
所　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
会
館

　

総
会　

十
三
時
～
十
四
時
五
十
分

　

議
題
①
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
・

　
　
　
　

収
支
決
算
報
告

　
　
　

②
平
成
十
九
年
度
会
計
監
査
報
告

　
　
　

③
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　

(

案)

・
収
支
予
算(

案)

　

   　

④
役
員
改
選
案

　
　
　

⑤
そ
の
他

　

記
念
講
演
会　

十
五
時
～
十
七
時

　

テ
ー
マ
「
改
正
介
護
福
祉
士
法
と  

　
　

介
護
福
祉
士
の
役
割
」（
仮
題
）

　

講
師　

　

上
智
大
学
大
学
院
総
合
人
間
科
学
研

　

究
科
教
授　
　

栃
木　

一
三
郎
氏

　

平
成
二
十
年
度
神
奈
川
県
介
護
福

祉
士
会
総
会
を
左
記
の
通
り
開
催

致
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。
尚
、
総
会
の
審
議
・
議
決
は

会
則
に
基
づ
き
代
議
員
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
が
、
出
席
は
自
由
で
す
。
当

日
は
記
念
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
代
議
員
以
外
の
方
も
是
非
ご
出

席
下
さ
い
。

湘南東地区                 担当理事 熊谷真理子

　平成２０年２月２３日、藤沢市労働会館の会議室にて、今年

度５回目の「ブロック研修検討会」を行いました。参加者は

地区の代議員、会員、担当理事で、９名の参加がありました。 

　湘南東地区ブロックでは、１９年度、この「検討会」を通し

て地区研修会を企画してきました。よちよち歩きの「検討会」

で、会員の皆様の期待に応えきれてはいないと思いますが、

７月の事例検討会、１１月の介護技術研修会、そして３月の

認知症研修会の３回の研修会と、９月には藤沢市民まつりの

協賛ブースとして介護相談会を行いました。

 ２月の「検討会」では、この１年の反省を含め、平成２０年

度の地区ブロックの活動を検討いたしました。地区研修会の

開催数やその内容、講師は誰？等々を話し合い、日程の詳

細までは未定ですが、２０年度は５回の研修会を実施するこ

とが決まりました。医療、認知症、介護技術、会員間の懇親

会、介護職の健康管理などのテーマを取り上げる予定で、

多くの地区会員の皆様の参加を期待しております。

 　具体的な内容は２０年度も、「検討会」で担当者を中心に

煮詰め、会員の皆様にご案内していきます。この「検討会」

は地区会員の方であればどなたでも参加が自由です。

　本当に気軽な集まりで、途中からの参加も歓迎致します。

　ご協力いただける方は、ぜひぜひ担当の熊谷、梅田まで

お知らせ下さい。

                           連絡先（事務所）０４５－３１１－８７７６ 

相模原地区           担当理事 藤田美子

①平成19 年 6月17日（日）13：00～16：00

キネステティクギジュツ応用編（ベッド・車イス

講師：東海大学　下西潤子氏 

②平成19 年12月2日（日）10：30～12：00

  介護福祉施設における人材育成について

（介護職の人材不足、離職率の高い現在において、

  施設内でどのように人材育成を行うか） 

講師： 東海大学 下西潤子氏 

③平成 20 年 2月9日（土）10：30～14：20 

介護福祉士のメンタルヘルスについて 

講師：和泉福祉専門学校非常勤　鈴木啓三氏 

（会場：第 1回～3回 和泉福祉専門学校） 

 

平
成
二
十
年
度

　

  

総
会
の
お
知
ら
せ

平成１９年度“地域部会活動報告”
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指
導
方
法
研
究
会

担
当
理
事　

齋
藤　

美
貴

　

介
護
技
術
講
習
指
導
者
の
有
資
格

者
で
、
介
護
技
術
の
基
礎
及
び
指
導

方
法
の
研
究
を
三
年
あ
ま
り
行
っ
て

き
ま
し
た
。
生
活
を
す
る
方
の
視
点

に
立
っ
た
介
護
と
は
、
そ
の
方
法
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
考
え
、

毎
月
一
回
実
技
演
習
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
内
容
を
平
成
二
十
年
度

は
、
神
奈
川
県
内
の
各
地
域
に
お
伺

い
し
、
出
前
講
習
会
と
い
う
形
で
お

伝
え
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
職
場
の
方
た
ち
と
、
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。
神
奈
川
県
介
護
福
祉
士

会
の
仲
間
と
介
護
技
術
を
考
え
・
磨

き
、「
私
は
国
家
資
格
を
も
つ
専
門

職
介
護
福
祉
士
」
と
自
信
を
持
っ
て

働
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
十
九
年
度
よ
り
、
（
社
）
日
本
介

護
福
祉
士
会
・
県
支
部
研
修
会
・
各
地
区

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
参
加
者
に
は
生
涯
研
修

手
帳
に
受
講
の
記
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
３
０
０
円
で

販
売
致
し
ま
す
。
研
修
会
申
込
の
際
に
手

帳
の
購
入
申
込
も
同
時
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
お
持
ち
の
方
は
必
ず
研
修
会

の
時
に
お
持
ち
下
さ
い
。
な
お
、
生
涯
研

修
制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
介

ニ
ュ
ー
ス
八
十
二
号
（
十
月
十
五
日
号
）

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

生
涯
研
修
手
帳

地域部会の研修会に参加して

基本的介護技術「ボディメカニクスを 使った介護」

～身体の自然な動きを取り入れる介護～ 

湘南東地区 蓮池弘子

しました。内容はベッド上での介助が主になっており、

ベッドメーキングから始まり、車イスへの移乗動作と、

日常よく使う介護場面の技術だった為、研修を通して、

自分の介護技術を振り返ることができました。はじめに、

少人数のグループを作り、その中で介護者役・利用者

役をお互いやり、第三者の視点からグループ内での評

価・意見交換をしたり、講師の方に直接指導を受けた

りと、参加者同士初対面ではありましたが、楽しく介

護技術を学ぶことができました。中でも身近なもの

（バスタオル・ビニール袋等）を使用し、ベッド上で

の平行移動や左右への移動と、あまり力を入れずに摩

擦を少なくした方法で、移動ができる介助方法に感動

しました。今まで、無駄に力を使っていた事を知るこ

とができ、また、介護者の負担軽減に役立つ便利グッ

ズの紹介・介護予防と多彩な内容で、現場ですぐに活

かせる内容が良かったです。研修に参加して、他の参

加者との交流の場となり、自分の介護技術の見直し・

新たな発見ができて参加して良かったと思いました。 

「川崎ブロック研修会」に参加して思うこと 

川崎地区 堀川紀子
 

 　2000年の介護保険導入時からケアマネ業務主任と

なり、介護の現場から遠ざかってしまった。

　利用者宅でヘルパーさんの対応を見るにつけ、自

分の視点がケアマネでの視点であって、介護実技の

スキルを判断できなくなっていた。そのため再度実

技を勉強したいと考え始めていた。

　折しも、かわさきブロックの研修会で諸先輩によ

り、実技指導を行ってもらえることになり、すっか

り忘れていたシーツ交換からボディメカニクスを応

用した移動、移乗等を繰り返し指導して頂いた。ま

だ2～3回しか参加できていないが、毎回楽しみであ

る。また、研修会後の懇親会も楽しみのひとつです。

　食事をしながら、様々な職種の方々のお話を聞く

ことで、毎回新鮮な刺激とやる気をもらっている。

残念なことに参加者が少ない。このせっかくの研修

に参加しないのは「もったいない」と私は思う。 
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介
護
支
援
専
門
員
部
会

担
当
理
事　

梅
田　

滋

　

介
護
支
援
専
門
員
部
会
で
は
、
平

成
十
九
年
度
に
四
回
の
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、

前
年
度
に
行
っ
た
介
護
支
援
専
門
員

の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の
多

か
っ
た
テ
ー
マ
を
選
び
、
開
催
に
あ

た
っ
て
は
少
人
数
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
企

画
し
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

外
部
講
師
が
あ
ま
り
確
保
で
き
な
か

っ
た
こ
と
や
、
介
護
支
援
専
門
員
の

経
験
年
数
が
ま
ち
ま
ち
で
経
験
別
の

研
修
会
が
必
要
な
こ
と
等
、
課
題
も

多
く
残
り
ま
し
た
。

　

十
九
年
度
の
反
省
点
や
研
修
会
で

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も

と
に
、
二
十
年
度
の
研
修
内
容
を
決

定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま

す
。

　

第
一
回
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
研
修
」

　

～
日
本
介
護
福
祉
士
会
方
式
を
理

　
　

解
す
る

　

第
二
回
「
気
付
き
の
事
例
検
討
会
」

　

～
困
難
事
例
か
ら

　

第
三
回
「
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
視
点
を
取
り

　

入
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」　

　

～
利
用
者
の
自
己
実
現
の
た
め
に

第
四
回
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会

　

平
成
二
十
年
二
月
九
日
「
介
護
支

援
専
門
員
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
五
～
六
名
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
利
用
者
役
、
ケ
ア
マ
ネ

役
を
決
め
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
、

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
は

面
接
の
現
場
で
指
導
を
受
け
る
と
い

う
経
験
が
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

緊
張
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
ど
な
た

も
利
用
者
役
、
ケ
ア
マ
ネ
役
に
誠
実

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
講
師
の
ま
と
め
の
講
義
も
わ
か

り
や
す
く
大
変
好
評
で
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト研

究
会

担
当
理
事　

平
野
浩
子

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
は
、

十
九
年
ま
で
神
奈
川
県
の
「
介
護
支

援
専
門
員
実
務
研
修
四･

五
日
目
」

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
各
団
体
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
方
式
を
採
用
し
て
い
た
た

め
、
県
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
「
日
本

介
護
福
祉
士
会
方
式
自
立
支
援
ア
セ

ス
メ
ン
ト
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
を
受
講

生
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
事

例
の
検
討
・
様
式
・
指
導
方
法
等
の

研
究
を
目
的
に
活
動
し
て
来
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
県
の
方
針
変
更
に

よ
り
本
年
度
で
当
初
の
目
的
は
終
了

致
し
ま
し
た
。
後
半
は
「
第
十
五
回

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
平

成
二
十
年
六
月
二
十
一
日
・
大
妻
女

子
大
学
）
の
第
二
分
科
会
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
部
門
」
で
発
表
す
る
「
生
活

支
援
の
た
め
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立
て

方
（
日
本
介
護
福
祉
士
会
方
式
改
訂

版
）」
と
し
て
発
表
す
る
た
め
の
検

討
会
（
十
回
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参加者の声（ケアマネ研修会）

◇初回面接の実習はすごく緊張しました。（ケアマネで働いていません）

先輩ケアマネの話し方、受け答え、話の持って生き方などすごく勉強に

なりました。普段自分の話し方等に対し、感想や指導を伺うことはない

のですが、自分の欠点もあえて指摘していただくことができ、今日参加

してよかったと思います。いつかケアマネとして現場で働いてみたい。

いろんな人と関わってみたい…と思ってはいますが、自分にマイナス面

がすごく多いのでもっといろいろ勉強したいと思いました。

◇これでよいというマニュアルを作ることのできないコミュニケーショ

ンを技術として身につけたいと思います。何度でも参加したい研修でし

た。

◇日常業務に追われ、基本姿勢を忘れていることも多い。今回の研修で

原点に戻ることができた。一人で孤独に仕事をすることが多いので、他

のケアマネと意見交換できたことがよかった。講師の方々の指導内容が

大変参考になった。 

◇施設のケアマネをしているので、初めて面接を体験でき、とても参考

にさせて頂きました。利用者さんとの信頼関係を築く大切な機会と感じ

ました。実際に行ってみると聞き方の難しさも体験できました。利用者

さんの立場に立って最もしなければならないケアをするためにこの研修

が役立ちそうです。
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編

集

後

記

　

読
み
や
す
さ
、
編
集
の
し
や
す
さ

か
ら
、
横
書
き
も
取
り
入
れ
、
文

字
の
大
き
さ
に
も
変
化
を
つ
け
、
読

み
や
す
い
紙
面
を
工
夫
し
て
み
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
少
し
は
読
み

や
す
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
は
、「
ほ
ほ
え
み
検
討
委

員
会(

仮
称
）」
を
設
置
し
、
紙
面

を
刷
新
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

編
集
委
員　

岩
田
・
佐
藤
・
星

事
務
所
か
ら
の
お
願
い

　

会
員
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る
方

は
必
ず
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

神奈川県介護福祉士会

“介護職１１０番”( 電話相談）

日   時：毎金曜日 午後 6：00 ～ 8：00

電   話：０４５－３１７－５９６６

相談員：神奈川県介護福祉士会   理事

※ FAX 及びメールでのご相談にも応じ

　ます。但し返信は後日となります。

※職種・資格・会員の有無を必ず明記し

　て下さい。

ＦＡＸ：０４５－３１７－５９３０

  メールアドレス

 info@kanagawa-accw.org

介護福祉士
有資格者
の皆様へ

会員大募集 !!会員大募集 !!

◆会員になると…
  ・各種研修会に会員価格にて優先的に
     受講が可能です。

  ・介護技術や福祉の最新情報を提供し
     ます。

  ・(社 ) 日本介護福祉士会生涯研修制度の
     認証が受けられます。

  ・福利厚生各種特典が有ります。

入会金　(社 ) 日本介護福祉士会　￥5,000

年会費　(社 ) 日本介護福祉士会　￥6,000

      　　神奈川県介護福祉士会　￥2,000

お申込みは事務局まで

ＴＥＬ　０４５－３１１－８７７６
ＦＡＸ　０４５－３１７－５９３０

社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
士
会

会
員
専
用
福
利
厚
生
制
度

「
安
心
三
重
奏
」

●
業
務
中
の
利
用
者
・
他
人
へ
の
賠
償

　

事
故
を
補
償

　

「
専
門
職
業
人
」
と
し
て
の
個
人
責

　

任
が
問
わ
れ
る
傾
向
へ
！

　

「
安
心
三
重
奏
」
は
会
員
個
人
の
賠

　

償
責
任
を
し
っ
か
り
ガ
ー
ド
す
る
た

　

め
の
補
償
で
す
。

　
　

☆
お
問
い
合
せ
は
事
務
局
ま
で

　

三
っ
の
補
償
が
１
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

　

日
本
介
護
福
祉
士
会
会
員
専
用
の

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
制
度
商
品
で
す
。

　

●
介
護
福
祉
士
の
業
務
に
係
わ
る

　
　

賠
償
事
故
補
償

　

●
ケ
ガ
や
携
行
品
等
の
補
償
（
24
時

　
　

間
補
償
）

　

●
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
休
業
時
の

　
　

所
得
補
償

　　

日
本
介
護
福
祉
士
会
が
契
約
者
の
団

　

体
契
約
で
団
体
割
引
15
％
が
適
用
さ

　

れ
て
お
り
、
割
安
な
保
険
料
で
ご
加

　

入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

●
個
々
に
加
入
さ
れ
る
場
合
と
比
較

　
　

し
て
、
保
険
料
が
割
安
で
す
。

　

●
当
制
度
へ
の
ご
加
入
は
随
時
受
け

　
　

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で

　
　

も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。　

　　

加
入
時
に
面
倒
な
医
師
の
診
断
は
不

　

要
で
す
！

　

加
入
依
頼
書
の
必
要
箇
所
に
ご
記
入
・

　

ご
捺
印
の
う
え
、
ご
返
送
い
た
だ
く

　

だ
け
で
す
。


